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利用者からの要望を反映させながら
みなさんが利用しやすい交通システムを目指します

高
齢
者
の
事
故
防
止
や
地
域

公
共
交
通
の
利
用
促
進
の

た
め
、市
で
は
、運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
方
を
対
象
に
優
遇
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
。４
月
か
ら
の
開
始
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
運
転
免

許
証
を
警
察
署
に
返
納
し
た
場

合
、
市
の
公
共
交
通（
乗
合
タ
ク
シ

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
循
環
バ
ス
）

の
利
用
料
金
が
半
額
に
な
る
「
割

引
回
数
券
」
を
１
０
０
枚
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
地
域
の
実
情

や
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
合
わ
せ

た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

　
◆
対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

運
転
免
許
証
を
警
察
署
に
自
主

返
納
し
た
方

◆
申
請
方
法
／
警
察
署
か
ら
交
付

さ
れ
る
「
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
」
①
か
ら
③
い
ず
れ
か
を
持

参
し
、申
請

①
運
転
経
歴
証
明
書

 

（
発
行
手
数
料
１
０
０
０
円
）

②
取
消
免
許
の
運
転
免
許
経
歴
証

明
書（
発
行
手
数
料
６
３
０
円
）

③
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
り

消
し
通
知
書

※
申
請
は
、
４
月
か
ら
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
と
総
合
政
策
課
で
受
け
付

け
す
る
予
定
で
す
。

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
だ
い
せ
ん
日
和

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
優
遇
制
度
の
内
容（
予
定
）
／

 

市
が
実
施
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム

の
利
用
料
金
が
半
額
に
な
る「
割

引
回
数
券
」を
１
０
０
枚
交
付

４
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
予
定

市
の「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

る
地
域
の
う
ち
、
大
曲
と
仙
北
の

乗
降
可
能
区
域
に
JR
大
曲
駅
東
地

区
を
追
加
。こ
れ
に
よ
り
、同
地
区

内
の
医
療
機
関
等
で
の
乗
り
降
り

が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
て
い
る
す
べ
て
の
地
域
で
、２
人

以
上
の
乗
り
合
い
で
利
用
し
た
場

合
に
１
人
あ
た
り
の
利
用
料
金
を

１
０
０
円
割
り
引
く
「
乗
合
割
引
」

の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。　

　

新
た
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
い
場
合
は
、
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
た
は
総
合
政
策
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
だ
い
せ
ん
日
和

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市の乗合タクシー・コ
ミュニティバス・循環

バスの

利用料金が半額になる「
割引回数券」

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課、総合政策課 ☎ 0187-63-1111内線 236

運転免許証を返納した方への
優遇サービス

市の４月の
開始に向

け
計画中
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施政方針演説
平成24年度

平成24年第１回市議会定例会の初日、
栗林市長が新年度の施政方針について述べました
新年度の「主要課題と重点施策」を中心に、
演説の内容を抜粋して紹介します
「平成24年度当初予算（案）」「主な施策の概要」などを含む全文は
市ホームページ（www.city.daisen.akita.jp）に掲載しています

年
度
早
々
に
も
受
け
入
れ
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
将
来
に
希
望
を
も
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

　

私
は
、市
長
就
任
以
来
、「
市
政
は
市
民

の
た
め
」を
基
本
理
念
に
、
大
仙
市
が
一
体

性
の
あ
る
自
治
体
と
し
て
発
展
し
て
い
く

た
め
の
基
礎
を
固
め
、
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
を
責
務
と
考
え
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

各
地
域
が
築
い
て
き
た
産
業・文
化・伝
統

を
生
か
し
な
が
ら
、
合
併
に
よ
る
不
安
の

解
消
や
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
、
創
意
工

夫
に
よ
る
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
き
ま
し
た
。大
仙
市
が
誕
生
し
、

７
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
基
礎
固
め
で
あ
る「
黎れ

い
明め

い
・
確
立
期
」か

ら
、次
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る「
発
展
・
成
熟

期
」
へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
私
の
新

た
な
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
は
他
の
地
方
都
市
と
同
様
、

厳
し
い
経
済
・
社
会
情
勢
の
中
に
あ
り

ま
す
が
、積
極
的
・
主
体
的
に
行
動
す
る

市
民
を
各
地
域
で
目
に
す
る
よ
う
に
な

り
、地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
し
い
芽

が
出
始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
き

た
取
り
組
み
の
成
果
を
礎
と
し
て
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
効
果
的
・
効
率
的

な
行
政
運
営
を
心
掛
け
、
市
民
一
人
一

人
が
将
来
に
希
望
を
も
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
で
き
る
よ

う
、誠
心
誠
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

冒頭演説

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
想
像
を
絶
す
る
津
波
が

東
日
本
の
太
平
洋
岸
地
域
を
襲
い
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
的
な
電
力
不
足
や
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
拡
散
な
ど
、
数
多
く
の
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。大
仙
市
で
も
、震

度
５
強
を
観
測
し
、
市
内
全
域
が
一
昼

夜
に
わ
た
り
停
電
し
た
ほ
か
、
断
水
や

燃
料
・
日
用
品
の
不
足
な
ど
、市
民
生
活

に
大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
大
災
害
の
発
生
は
、
国
や

地
方
自
治
体
の
災
害
対
応
、
生
産
拠
点

や
イ
ン
フ
ラ
の
偏
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
な
ど
多
く
の
課
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
せ
、日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
構

造
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、震

災
に
向
き
合
う
日
本
人
の
国
民
性
が
世

界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
や
被
災
地
へ
の
支
援
活

動
を
通
じ
て
、人
と
人
と
の
助
け
合
い
、

「
絆
」の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
、地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、要
援
護
者
の
避
難
支

援
や
避
難
所
の
機
能
強
化
、公
共
建
築
物

等
の
早
期
耐
震
化
な
ど
、災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
全
体
的
な
危
機

管
理
体
制
の
再
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
震
災
直
後
か
ら
、
物
資
の
輸
送

や
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
ほ
か
、
市
民
に
よ
る
自
主
的
な

支
援
活
動
が
数
多
く
生
ま
れ
る
な
ど
、

市
民
総
参
加
で
被
災
地
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。さ
ま
ざ
な
支
援
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
確
保
を
最
優
先
に

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
を
進
め
る

　

現
在
、被
災
地
で
は
、災
害
廃
棄
物
、

い
わ
ゆ
る「
が
れ
き
」の
処
理
が
復
興
へ

の
最
大
の
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
安
全
を
最
優
先
と

し
た
上
で
、こ
れ
ま
で
行
っ
た
支
援
と
変

わ
ら
な
い
心
で
、
被
災
地
が
最
も
望
ん

で
い
る「
が
れ
き
」の
受
け
入
れ
を
前
に

進
め
た
い
と
思
い
、昨
年
11
月
か
ら
、現

地
視
察
や
関
係
機
関
と
の
協
議
、
市
広

報
に
よ
る
市
民
へ
の
説
明
や
地
域
住
民

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
理
解
が
ほ
ぼ
得
ら
れ
た
も
の

と
判
断
し
、
１
月
30
日
に
受
け
入
れ
を

表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
秋
田
県
と
岩
手
県
が
締
結

し
た
「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る

基
本
協
定
」に
基
づ
き
、安
全
確
保
を
最

優
先
と
し
た
作
業
体
制
を
確
立
し
、
来
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 柱１  雇用対策と就労支援の充実
▶市内事業所の新規雇用に対して助成金を交付する「雇用助成金制度」を拡充
▶市民の雇用の場を圏域内（仙北市・美郷町）まで拡大して雇用機会の拡
大を図るため、圏域内の事業所の新規雇用等に対して助成金を交付する
「圏域雇用助成金制度」の継続 
▶就労に際し必要な知識や技術等の習得を支援する「若年未就職者就職支援
講座」、資格取得講座を無料で開設する「求職者技能教育チャレンジ事業」、
在職者の職業技術向上を支援する「在職者職業スキルアップ事業」の実施
▶県の緊急雇用創出臨時対策基金事業、「住民生活に光をそそぐ基金」を活
用した雇用機会の確保

 柱２  切れ目のない企業支援
▶地域資源を活用した新分野への参入や新製品開発などに取り組む企業を
支援する「企業新事業展開応援事業」を創設
▶製造業における新製品開発や業務改善活動・ＣＳ（お客様満足）活動など、
総合的な企業力の向上を目指す取り組みを支援する「製造業企業力アッ
プ応援事業」を創設
▶市内業者に対する「市単独事業の前倒し発注」の継続
▶市発注の工事を受注した業者への「工事前払い制度」の継続
▶中小企業支援のため拡充した「中小企業振興融資斡

あっせん

旋制度」の継続

 柱３  消費活動の奨励
▶個人住宅のリフォームを促進し、裾野の広い住宅関連事業の活性化を図
る「住宅リフォーム助成制度」、一般家庭のLED照明の設置を促進する「家
庭用LED照明購入補助事業」など、制度内容を見直し継続

２月16日、内閣府が発表した
月例経済報告によると、「景

気は、東日本大震災の影響により
依然として厳しい状況にあるなか
で、緩やかに持ち直している」とあ
ります。しかし、電力供給の制約や
原発事故の影響、欧州の債務危機、
歴史的円高による国内産業の空洞
化など、未だ危機感を払拭できな
い状況が続いています。
　大仙市でも、これまで３次にわた
る経済・雇用・生活緊急対策行動計
画を策定し対策を講じてきました
が、ハローワーク大曲・角館管内の
昨年12月の有効求人倍率が0.47と
低水準で推移しているほか、これ

を創設するなど、経済・雇用対策を
強化していきます。
　また、地域経済を支え雇用機会
を確保するためには、産業振興が
不可欠です。これまでも農林業や
商工業の振興、交通の利便性を生
かした観光振興などに努めてきま
した。こうした施策に一層力を入
れ、新規就農支援や若手農業者の
育成、重点振興作物の産地化形成、
肉用牛の競争力強化、秋田スギの
安定供給といった農林業振興のほ
か、新たな企業誘致や新産業の育
成、自然や文化などの貴重な地域
資源を活用した観光振興などに積
極的に取り組んでいきます。

まで地域の雇用を支えてきた事業
所の中にも、やむを得ず雇用調整
に入るところがあるなど、厳しい経
済・雇用情勢が続いています。
　こうした状況を踏まえ、市では
新たな支援策を盛り込んだ第４次
行動計画を策定し、雇用の安定と
地域経済の活性化に努めます。県
の緊急雇用創出臨時対策基金事業
を活用し雇用の機会を確保しな
がら、雇用助成金や中小企業振興
融資斡

あっせん

旋制度等による企業への円
滑な資金供給、市街地再開発事業
や公共事業の推進、住宅リフォー
ム支援事業等による需要拡大に加
え、新たに市独自の企業支援制度

雇用の安定と活力ある産業の育成

主要課題と重点施策

施政方針演説
平成24年度

３本柱で雇用の安定と市内経済の活性化を図る

「第４次行動計画」を策定
【新規就農支援】
　若手農業者の表彰制度により就
農意欲を喚起するほか、研修施設で
の農業実技研修や就農直後の里親
制度などを引き続き実施します。

【重点振興作物の産地化形成】
　出荷額が大きく模範となる経営体
を対象に、農業夢プラン実現事業等で
導入する農業用機械等の補助率を引
き上げるなど「枝豆、アスパラガス、そ
らまめ」の産地化形成を促進します。

【肉用牛等の競争力強化】
　市営放牧場の機能強化を図りなが
ら、放牧牛の健全な飼養に努めます。
市内生産者の省力化や生産効率の向
上に向けた取り組みを支援します。

【秋田スギの安定供給】
　間伐事業や森林施業の集約化へ
の取り組みを支援します。市民利用
が多い公共建築物の木造化や内装
木質化を推進します。

【観光振興】
　県とJR東日本が共同実施するデス
ティネーションキャンペーンや、東北
の観光需要の回復を目指した「東北
観光博覧会」（観光庁事業）に参画し、
国内外からの誘客促進を図ります。

大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部 「主な施策の概要」から
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大曲通町地区市街地再開発事業

主要課題と重点施策

「計画の推進にあたって」

JRJR
大
曲
駅
方
面

大
曲
駅
方
面

北街区北街区

南街区南街区

大曲通町地区市街地再開発事
業については、地域医療の中

核をなす仙北組合総合病院の改築
を核事業として、昨年６月に設立
された市街地再開発組合により事
業が進められています。これまで、
実施設計や権利変換計画の策定が
行われ、地権者の同意を得たあと、
１月23日に権利変換計画の知事認
可が得られています。１月26日に
は工事請負契約が締結され、２月
14日に関係者出席のもと安全祈願
祭が行われました。
　工事の発注にあたっては、北街
区・南街区を一体のものとして、解
体から建物建築、外構などを一括
発注し、同一施工業者によるトー
タル管理のもと、工期、品質、安全
管理等の徹底を図ります。
　また、地元企業が市街地再開発
事業に参加できるように、地元企
業活用型の入札方式による業者選
定を行っています。地元企業の受
注機会を確保することで、低迷す
る地域経済の活性化にもつながる
ものと考えています。
　現在、北街区では既存の建物の
解体工事が行われています。７月
ごろからは、病院棟を含む各施設
の建設工事に着手し、北街区の建
物の竣工は平成26年１月末と計

北医療圏の基幹病院として地域医
療の中心的な役割を担うものと期
待されます。医師会等の協力を得な
がら病診連携のさらなる強化を図
り、圏域住民が安心できる医療体制
の構築を目指していきます。
　また、市街地での病院改築とと
もに、現在の病院跡地に健康福祉
施設や児童福祉施設等を建設し、
医療・福祉・健康・交通などの機能
を集約させ、中心市街地の活性化
と高齢社会に対応したまちづくり
を実現したいと考えています。

画されています。その後、完成検査
を経て引き渡しが行われ、病院棟
に医療機器等が搬入される予定で
す。短期間の工期となりますが、工
事が確実に進められるよう、県や
厚生連、仙北市、美郷町などの関係
機関と連携し、引き続き事業の支
援を行っていきます。
　新病院については、26年度早々
の開院を予定しています。病床数は
437床、診療科目は18で、高度医療、
救急医療、小児・周産期医療、災害医
療などが提供可能となり、大仙・仙

北街区・南街区の整備イメージ

新病院をはじめ、複合商業棟、バス
待合棟、高齢者福祉棟などが整備さ
れる北街区（旧ジョイフルシティ大
曲周辺）。現在、解体工事が進行中。
新病院の開院は平成26年度を予定

健康福祉棟、児童福祉棟、事務所棟、
駐車場棟などが整備される南街区
（現在の仙北組合総合病院周辺）。
北街区の工事が完了した後、解体
工事に着手。平成27年度完成予定

※進捗状況により、事業スケジュールは変更になる場合があります。

2

進
む
地
域
主
権
改
革

市
の
責
任
を
受
け
止
め
て

　

市
の
主
要
課
題
を
解
決
し
、
重
点
施

策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
行
政
の
推
進
体
制

の
整
備
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の

積
極
的
な
参
画
、
住
民
自
治
組
織
等
の

活
性
化
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
地
域
主
権
改
革
が
国
家
レ
ベ

ル
で
進
め
ら
れ
、昨
年
に
は
、い
わ
ゆ
る

「
地
域
主
権
一
括
法
」
が
成
立
し
ま
し

た
。基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
へ
の

大
幅
な
権
限
委
譲
や
条
例
制
定
権
の
拡

大
な
ど
に
よ
り
、
地
域
特
有
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
に

は
、
自
ら
の
責
任
で
行
政
を
展
開
し
、
住

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。職
員
一

人
一
人
の
政
策
形
成
能
力
、実
務
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
を
向
上
さ

せ
、個
の
集
合
体
と
し
て
の
組
織
そ
の
も

の
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上
の
ほ
か
、今
年
度
に

再
編
し
た
本
庁
・
支
所
の
組
織
機
構
体
制

を
よ
り
実
効
あ
る
組
織
と
し
て
軌
道
に

乗
せ
、よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
と
、質

が
高
く
温
か
み
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
積
極
的
な
参
画
に
つ
い
て
は
、
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子育て支援と教育の充実

主要課題と重点施策

「むすびに」

誠
意
と
真
心
を
尽
く
し
て

市
政
を
推
進

　

江
戸
幕
末
期
の
思
想
家
・
教
育
者
で

あ
る
吉
田
松
陰
の
言
葉
に
、「
至し

誠せ
い

に

し
て 

動
か
ざ
る
者 

い
ま
だ
に
あ
ら
ざ

る
な
り
」と
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、誠
意
と

真
心
を
尽
く
せ
ば
、
心
を
動
か
さ
れ
な

い
者
は
い
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

　

市
政
は「
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
」で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、市
役
所
は
市
民

の
信
頼
に
足
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。私
を
含
め
た
市

職
員
一
人
一
人
が
誠
意
と
真
心
を
尽
く

し
、市
民
の
皆
さ
ま
と
心
を
通
わ
せ
な
が

ら
、市
政
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
将
来
を
見
据
え
、
今
市
民
の
た

め
に「
何
が
必
要
な
の
か
」「
何
を
な
す

べ
き
な
の
か
」を
考
え
、一
歩
一
歩
着
実

に
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と
前
に
歩
を
進

め
、
市
民
が
希
望
を
も
ち
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
将
来
に
残
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

元気で活力ある地域づくりを
進めるためには、安心して子

どもを産み、健やかに育てられる
環境の整備と、心豊かで創造力あ
ふれる人材の育成につながる教育
の充実が必要です。
　これまでも、より良い子育て環境
づくりに積極的に取り組んできま
した。その結果として、全県下にお
いても「子育てしやすいまち」として
定着してきていると考えています。
　新年度も、妊婦検診の無料化を継
続するほか、新たに、子どもの医療費
助成の拡充や保育園の改築支援、年
度途中の待機児童の解消、地域子育

て拠点施設の整備を行うなど、さら
なる子育て環境の充実を図ります。
　学校教育については、児童生徒
の望ましい学習環境や生活習慣の
維持向上のほか、より良い学習環
境づくりに向けた取り組みを進め
ています。
　４月には、神岡・西仙北・南外の
８小学校と２中学校が統合し、そ
れぞれ神岡小学校、西仙北小学校、
南外小学校、西仙北中学校として
新たなスタートをきります。教育
環境をより充実させ、総合的な学
力の維持・向上を図るとともに、学
校の新しい伝統づくりを地域一体
となって支援していきます。
　また、２年連続全国一に輝いた
大曲中学校吹奏楽部のマーチング
ンバンドや平成23年度地球温暖化
防止活動環境大臣表彰を受けた大
曲南中学校の取り組みなど、それ
ぞれの学校の特色を発揮した活動
を引き続き支援するほか、学校生
活支援員の配置などにより、児童
生徒の健全な育成に努めます。
　こうした子育て・教育の充実は、
元気で活力ある地域づくりに必要
不可欠です。PTA連合会や地域の
方々との連携を深めながら、大仙市
全体で子育て・教育を支援するため
の体制づくりを推進していきます。大曲の保育まつりで元気に遊ぶ子どもたち

【子どもの医療費助成の拡充】
　県の制度拡充の状況を見極めな
がら、市単独で、新たに中学生の入
院時の医療費を無料化します。

【保育環境の整備】
　３歳未満児の年度途中の保育所
への入所希望が増加していることか
ら、新たに市単独で、国の配置基準を
上回る保育士の配置を支援します。
　大曲の保育所・幼稚園の全体整備
計画に基づき、老朽化が著しい大曲
南保育園の改築を支援します。
　子育て家庭の親と子が気軽に集い
交流できる地域子育て支援拠点施設
を中仙市民会館（ドンパル）内に新設
します。

【学校生活支援員、保育支援員、
発達サポーターの配置】

　市独自に配置している学校生活支
援員、保育支援員、発達サポーターを
合わせて98人配置します。特に、小・
中学校の生活支援員を増員し、一層
の学習環境の整備・充実を図ります。

【青少年の健全育成】
　学校・職場になじめない青少年の
社会復帰を支援します。
　「学校・家庭・地域を結ぶ総合推進
事業」により連携をさらに強化し、
地域全体で子どもを育てる体制の
構築を目指します。

「主な施策の概要」から

3
PICK UP !

施政方針演説
平成24年度

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
地
域
振
興
事
業
、
い
わ
ゆ
る
地
域

枠
予
算
の
拡
充
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し

ま
す
。ま
た
、「
が
ん
ば
る
集
落
」
活
性

化
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地

域
住
民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
自

治
組
織
や
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。



　

市
の
各
事
業
で
事
務
の
補
助

や
作
業
を
行
う
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

雇
用
条
件
や
業
務
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
求
職
中
の
方

◆
雇
用
期
間
／

 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ

月
間（
更
新
の
場
合
あ
り
）

※
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
で
の
雇
用
期
間
は
通
算
で
１

年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平

成
21
年
度
以
降
に
雇
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
雇
用
期
間
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
開
始
／

 

３
月
19
日（
月
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
申
し
込
み
開
始

後
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５ 

 

企
業
対
策
課 

内
線
２
５
８

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

職種 募集人員 勤務場所
 大仙市アーカイブズ構築事業事務補助員 ２人  総務課
 ＩＴ講座指導補助員 １人  情報システム課
 大腸がん検診の有効評価研究事業事務補助員 ２人  健康増進センター
 農林振興業務事務補助員 １人  農林振興課
 建築確認窓口業務等サポート事業事務補助員 １人  建築住宅課
 歴史遺産等を活用した文化的観光振興事業補助員 ５人  文化財保護課 民俗資料交流館活用事業事務補助員 １人
 スポーツ合宿等推進事業事務補助員 １人  スポーツ振興課

３
月
31
日
か
ら
使
用
可
能

新
し
い
農
業
集
落
排
水

　

３
月
31
日
か
ら
大
曲
の
角
間

川
の
一
部
と
太
田
の
三
本
扇
全

域
で
、
農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）

が
使
用
で
き
ま
す
。

　

使
用
す
る
た
め
に
は
、
住
宅

内
に
汚
水
管
を
設
置
す
る
排
水

設
備
工
事
が
必
要
で
す
。工
事

を
行
う
際
は
、
市
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
費
用
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
や
使
用
料
の
６
カ
月
免
除

制
度
な
ど
、
使
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

市
指
定
工
事
店
・
制
度
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
各
地
区
の
事
業
加
入
者

◆
使
用
可
能
区
域
／

 

【
角
間
川
】木
内
、布
晒

 

【
三
本
扇
】全
域

【
問
い
合
わ
せ
】

 

【
角
間
川
】下
水
道
課

 

内
線
２
８
２
・
２
９
２

 

【
三
本
扇
】

 

太
田
支
所
農
林
建
設
課

太
田
国
保
診
療
所

太
田
国
保
歯
科
診
療
所

法
人
化・民
営
化
の

お
知
ら
せ

　

昭
和
26
年
の
開
所
以
来
、
地

域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

診
療
を
続
け
て
き
た
太
田
国
民

健
康
保
険
診
療
所
。法
人
化
に

伴
い
、
４
月
か
ら
は「
医
療
法
人

太
田
診
療
所
」
と
し
て
診
療
を

行
い
ま
す
。今
後
も
、
市
東
部
の

中
核
施
設
と
し
て
、介
護
、保
健
、

福
祉
を
含
め
た
包
括
医
療
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
太
田
国
民
健
康
保
険

歯
科
診
療
所
は
昭
和
52
年
の
開

所
以
来
、
診
療
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
民
営
化
に
伴
い
４
月

か
ら
は「
太
田
歯
科
診
療
所
」と

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
両
診
療
所
と
も
に
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

太
田
国
保
診
療
所

 

☎
０
１
８
７（
88
）２
２
３
３

 

太
田
国
保
歯
科
診
療
所

 

☎
０
１
８
７（
88
）１
４
０
０

４
月
２
日
申
し
込
み
開
始

農
業
後
継
者
育
成

修
学
資
金
制
度

　

申
請
書
と
募
集
要
項
は
各
支

所
農
林
建
設
課
と
農
林
振
興
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
貸
付
対
象
／
市
内
在
住
の
農

業
を
営
む
方
の
子
ど
も
で
、
大

学
、大
学
院
、短
大
、農
業
者
大

学
校
等
で
農
業
関
係
を
専
攻

し
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
す
る

こ
と
が
確
実
で
、
ほ
か
の
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
返
還
免
除
対
象
／
大
学
等
を

卒
業
後
す
ぐ
に
農
業
に
従
事

し
、
７
年
間
農
業
を
専
業
と

し
た
方

◆
返
還
対
象
／
貸
し
付
け
の
対

象
ま
た
は
返
還
免
除
対
象
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
方

◆
申
込
期
間
／
４
月
２
日
（
月
）

か
ら
５
月
１
日（
火
）ま
で

 

（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
４
５

臨時職員募集
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人　口 89,560 人 （-  31）
　男 42,129 人 （-  13）
　女 47,431 人 （-  18）
世帯数 30,903 世帯 （＋ 10）

人
口
増
減

内
　
　
訳

出　生   50 人
死　亡   106 人
転　入   105 人
転　出   80 人

2/29現在

※(  ) 内は前月比

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

手続きはお早めに

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

３月・４月は市民サー
ビス課・市民課窓口が
混み合います。
住民異動などの届け
出は、ゆとりをもって
早めに行いましょう。



今
年
は
４
月
15
日

全
市
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

４
月
の「
あ
き
た
ク
リ
ー
ン
強

調
月
間
」に
合
わ
せ
、
全
市
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。み
ん
な
で
協
力
し
て
身
近
な

地
域
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
回
収
し
た
ご
み
の
置
き
場
所
は
、
各

自
治
会
長
・
衛
生
団
体
代
表
者
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
日
時
／
４
月
15
日（
日
）午
前
中

※
積
雪
状
況
に
よ
り
各
地
域
で
開
催

日
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
各
自
治
会
に
確
認
い
た
だ

く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
分
別
区
分
／
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み
に
、

汚
れ
て
い
る
び
ん
・
缶
類
は
燃
や
せ

な
い
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

みんなで協力して身近な
地域をきれいにしよう

気軽に
お越しください

奨
学
金
償
還
免
除
制
度

　

大
仙
市
奨
学
生
の
方
で
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
は
償

還
金
の
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
償
還
免
除
の
要
件
／

①
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
に
４
年
制
大
学
を
卒
業

し
、
そ
の
後
大
仙
市
に
５
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る

②
県
内
に
本
社
が
あ
る
事
業
所

に
勤
務
、
ま
た
は
自
営
業
に

従
事
し
て
い
る

③
全
償
還
金
の
半
額
を
す
で
に

償
還
し
て
い
る

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
総
務
課 

内
線 

３
３
４

新
火
葬
場
建
設
に
関
す
る

住
民
説
明
会

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組

合
が
運
営
す
る
中
央
斎
場
の
移

転
改
築
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
25
日（
日
）

 

午
前
10
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
松
倉
放
牧
場
跡
地

（
土
川
小
杉
山
沢
ノ
内
乱
場
地
内
）

 

に
建
設
予
定
の
新
火
葬
場
の

建
設
計
画
の
概
要 

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】

 
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

 

組
合
事
務
局

 

☎
０
１
８
７（
62
）５
１
８
７

だいせん日和２月号お知らせ版の７ページ「金谷児童館の臨時職員を募集」
で、４月から９月までの勤務時間を「午前11時30分～午後５時」とお知らせ
しましたが、正しくは「午前11時～午後５時」です。訂正しておわびします。

訂正とおわび

よ
り
開
か
れ
た

市
議
会
を
目
指
し
て

「
市
政
懇
談
会
」を
開
催

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
機

に
、
市
議
会
議
員
が
議
会
の
活

動
状
況
や
３
月
定
例
会
で
の
新

年
度
予
算
の
審
議
内
容
、
新
年

度
の
主
な
事
業
な
ど
を
説
明
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換

す
る
市
政
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
22
日（
木
）

 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／

 

西
仙
北
庁
舎
３
階
会
議
室

 

（
今
後
、各
地
域
で
の
開
催
を
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

議
会
事
務
局 

内
線
３
１
４

農
振
除
外
相
談

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

に
指
定
さ
れ
た
土
地
を
農
地
以

外
に
転
用
す
る
に
は
農
振
除
外

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
あ
り
）

◆
農
振
除
外
要
件
／

①
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ

り
、
ほ
か
に
代
替
す
べ
き
土

地
が
な
い
こ
と

②
農
地
の
集
団
化
、農
作
業
の
効

率
化
等
へ
の
支
障
が
な
い
こ
と

③
効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
を

営
む
農
家
等
に
対
す
る
農
用

地
の
利
用
集
積
に
支
障
が
な

い
こ
と

④
農
業
用
施
設
等
の
機
能
に
支

障
が
な
い
こ
と

⑤
土
地
改
良
事
業
等
の
工
事
が

完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か

ら
８
年
以
上
を
経
過
し
た
土

地
で
あ
る
こ
と

※
他
法
令（
都
市
計
画
法
、
農
地
法
な

ど
）の
許
可
見
込
み
が
あ
る
こ
と

◆
相
談
受
付
期
間
／

 

５
月
15
日（
火
）ま
で

 

（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

◆
相
談
窓
口
／
各
支
所
農
林
建

設
課
、農
林
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 
農
林
振
興
課 

内
線
２
４
４

◆募集住宅／
 【協和】
 合貝特定公共賃貸住宅・１戸（３LDK・Ｈ11建築）
 【太田】
 太田南部特定公共賃貸住宅・１戸（３LDK・Ｈ11建築）
◆家賃／月額43,000円
◆入居資格／　  
①同居する親族がいる方（高齢の方や障がいのあ
る方は単身でも入居できる場合があります）
②住宅に困っている方
③入居しようとする方全員の年間総所得の合
計から扶養控除等をした上で、12で割った
額が158,000円以上259,000円以下の方

※特定公共賃貸住宅は中堅所得者（一般の市営住宅の
所得基準を超える方）を対象にしています。

④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員（暴力団対策法
第２条第６号に規定する暴力団員）でないこと

※入居に際しては、市内に居住している連帯保証人が
１人必要
◆入居可能日／５月１日（火）
◆申込期間／３月19日（月）から４月２日（月）
までの午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）

【問い合わせ・申し込み】
 【協和】協和支所農林建設課
 【太田】太田支所農林建設課

市営住宅入居者募集

DAISEN City Public Relations 2012.3お知らせ版7



子育て支援 健康増進センター
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 【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 児童家庭課 子育て支援班・家庭支援班
 ☎0187-63-1111 内線102・103・129

【子宮頸がん予防ワクチン】
　市内受託医療機関で無料実施し
ます。
対象／市内在住の中学１年から高
校３年相当の年齢の女子（平成23年度
中に２回目までの接種を終えた方を含む）
【ヒブワクチン

・小児用肺炎球菌ワクチン】
　平成23年度に引き続き、無料実
施します。
対象／生後２カ月以上５歳未満

予防接種（任意）

　もうすぐパパ・ママになる方を
対象に、妊婦体操や赤ちゃんのお
風呂の入れ方などを助産師・保健
師と一緒に練習します。（新年度か
らは日曜日の開催も予定）

パパ・ママ教室

　特定不妊治療費、不育症治療費
の一部を助成します。詳細は、問い
合わせください。

特定不妊治療費
・不育症治療費助成

　こころの健康についてのカウンセ
リングを行います。新年度からは臨
床心理士を増員。月曜から金曜まで
週５日相談に応じます。完全予約制
ですので、事前にご連絡ください。
【ほっとスペース専用電話】
 ☎0187-62-9304

ほっとスペース

　病気中や回復期のため保育園な
どへ行けない児童を病院の施設で
一時的に預かり、保護者が安心し
て働ける環境を支援します。
◆対象／０歳から

小学３年までの子ども
◆時間／
【月曜～金曜日】午前８時～午後６時
【土曜日】午前８時～午後１時
◆利用料／１日1,000円
※生活保護世帯は無料、市外在住者2,000円
◆実施施設／
吉村クリニック（戸蒔谷地添71-1）
☎080-5577-0566
生和堂医院（刈和野清水院後15-2）
☎0187-87-3070

病児・病後児保育

　子育てを手助けしたい方（サポー
ト会員）が子育ての手助けを受けた
い方（ファミリー会員）の援助活動を
行います。
　援助活動を受けるためには、事
前に登録が必要です。
◆対象（ファミリー会員）／
生後６カ月の乳幼児から小学６年
までの児童
◆援助活動内容／保育園、小学校
などの送迎やその前後の託児、仕
事の都合など保護者が不在のとき
の託児 ほか
◆利用時間・料金／
【平日の午前７時～午後７時】
１時間500円
【その他の時間】１時間600円

ファミリーサポートセンター
　保護者が仕事などで日中、家に
いない小学１年から３年までの児
童に、放課後の遊びや生活の場を
提供します。児童の健全な育成と
保護者が安心して働ける環境を支
援します。
◆対象／保護者が仕事などで日中
家にいない、小学１年から３年ま
での児童
◆時間／
【月曜～金曜日】午後１時～７時
【土曜・学校休業日】

午前７時30分～午後７時
※日曜日、祝日、８月13日～15日、12月
29日～１月３日は休み
◆利用料／月額6,000円
（２人目以降3,000円）
※生活保護世帯は無料、ひとり親家庭は
１人目3,000円・２人目以降1,500円

地域児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

　ひとり親家庭などが支給対象で
す。手当を受給するためには、申請
が必要です。
◆対象／18歳までの子ども（18歳に
なった後、初めて迎える３月31日まで）
を養育しているひとり親世帯
◆支給月／４月、８月、12月

児童扶養手当

　４月以降の手当については、国
の制度が決まり次第、広報等でお
知らせします。

子ども手当

【問い合わせ】
 健康増進センター中央・西部・東部
  健康増進センター
 ☎0187-62-9301

市市のの各種保健各種保健・・福祉サービス制度福祉サービス制度
市の各種保健・福祉サービスを紹介します。現在利用している方も、
新規に申し込む方もサービスの利用には申請が必要です。
詳しい内容については問い合わせください。

申請受け付け開始申請受け付け開始
４４月月２２日（月）日（月）



障がい者生活支援 高齢者生活支援
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　外出時の援助、食材の買い出し、
家周りの手入れなど、軽度な日常
生活の援助が受けられる利用券を
交付します。利用券は、１枚につき
１時間以内の援助に使用できます。
◆対象／おおむね65歳以上で、一
人暮らし世帯または高齢者のみの
世帯の方
◆自己負担額（１回の負担額）／
【市民税課税世帯】350円
【市民税均等割のみ課税世帯】300円
【市民税非課税世帯】250円
【生活保護世帯】無料
◆交付枚数／年間36枚まで（月３枚）

軽度生活援助

　市関連の温泉施設で使用できる
半額券・無料券を交付します。
◆対象／
【半額券】60歳から69歳までの身
体障害者手帳等をお持ちの方、70
歳から79歳までの方
【無料券】80歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

温泉ふれあい
入浴サービス券助成

　１回の施術につき800円を助成
する「施術助成券」を交付します。
この助成券は、市が指定する施術
所で使用できます。
◆対象／70歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

はり・きゅう・マッサージ
施術券助成

　給食、入浴、体力向上トレーニン
グなどで健康増進を図り、要介護
状態にならないための自立した生
活を支援するサービスです。
◆対象／おおむね60歳以上の方
（認定審査で要介護、要支援と認定され
た方を除く）
◆自己負担額／１回700円
◆利用可能日／
平日の午前９時30分～午後４時
◆会場／いきいきサロンえみの
くち、紫陽花館

介護予防デイサービス

　介護用品を購入できる支給券を
交付します。４月中の申請をお願
いします。（その後も随時受け付け）
◆対象／市民税所得割非課税世帯
で、要介護４・５と認定された高齢
者を同居しながら介護している方
◆交付枚数／年間40枚まで

（1枚1,250円）

家族介護用品支給券交付

　自宅で高齢者を介護している方
に月額5,000円（限度額年６万円）を助
成します。４月からの支給を希望
する方は、３月中に申請ください。
◆対象／市民税非課税世帯で、要
介護４・５と認定された65歳以上
の在宅高齢者を同居しながら介護
している方
※特別障害者手当を受給している方は
対象となりません。

家族介護慰労金支給

　重度の障がいがあり、日常生活
で常に特別の介護が必要で、要件
に該当する方に手当を支給します。
【特別障害者手当】
対象／障害者年金１級程度の状態
を基本とし、規定の要件に該当す
る20歳以上の方
手当額／月額26,260円
【障害児福祉手当】
対象／重度の障がいのため常に特別
の介護を必要とする20歳未満の方
手当額／月額14,280円

特別障害者手当等

　１回の乗車につき600円を助成
するタクシー券を交付します。
◆対象／障害者手帳１級～３級の
方（ただし３級は下肢・体幹・呼吸器・視
覚に障がいのある方、人工透析を受けて
いる方）、療育手帳Ａの方、精神障害
者保健福祉手帳１級の方
※施設に入所中の方、自動車税・軽自動
車税の減免を受けている方、人工透析
通院費の助成を申請する方は対象外
◆交付枚数／年間24枚まで（月２枚）
◆持参するもの／各障害者手帳

障がい者（児）タクシー券給付

　人工透析の通院治療を受けてい
る方で通院距離が片道５㎞以上の
方に通院費を助成します。申請し
た日から助成の対象となります。
◆助成額／
往復通院距離（㎞）×10円×通院回数

人工透析通院費支給

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 社会福祉課高齢者支援班
 ☎0187-63-1111 内線178

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 生活支援課障がい者支援班
 ☎0187-63-1111 内線162

◆持参するもの／印鑑
※はり・きゅう・マッサージ施術券、温泉ふれ
あい入浴サービス券の申請の際は、健康保険
証など年齢確認できるものが必要です。

市では、市民のみなさん誰もが安心して暮らせるよう、
各種保健・福祉サービスの充実に努めています

みなさんが安心できる暮らしを支援します
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市のスポーツの発展に尽力された方や各種競
技で優れた成績を収めた個人・団体に贈られ
る大仙市スポーツ賞。
今年度は功労賞が２人、栄誉賞が１人、栄光賞
が１団体、奨励賞が70人と22団体に贈られま
した。

栄
光
賞（
団
体
の
部
）

栄
光
賞（
団
体
の
部
）

【
自
転
車
競
技
】大
曲
農
業
高
校
自
転
車
競

技
部

奨
励
賞（
個
人
の
部
）

奨
励
賞（
個
人
の
部
）

【
陸
上
競
技
】高
橋
岳
大
（
豊
岡
小
６
）、
佐
々

木
千
紘
（
西
仙
北
東
中
２
）、石
井
僚
（
大
曲
中
３
）、

熊
谷
千
鶴
（
大
曲
高
１
）、
鈴
木
慶
一
（
横
手
清

陵
学
院
高
１・大
曲
）、鈴
木
佑
真（
大
曲
農
業
高
２
）、

児
玉
柚
稀
（
大
曲
高
２
）、
小
松
佳
（
角
館
高
２
・

太
田
）、
渡
邊
舞
（
角
館
南
高
２
・
中
仙
）、
長
澤

真
唯
（
横
手
高
２・中
仙
）、倉
田
珠
衣
（
大
曲
高
３
）

【
水
泳
】小
松
和
香
（
大
曲
高
３
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】村
上
瑞
希
（
中
仙
中

１
）、
佐
々
木
怜
音
（
大
曲
中
２
）、
佐
藤
千
尋

（
同
）、
加
藤
舞
（
同
）、
秋
元
那
々
瀬
（
同
）、

渡
辺
莉
衣
奈
（
大
曲
南
中
２
）、九
嶋
朱
星
（
中

仙
中
２
）、後
松
亜
深
（
同
）、高
橋
香
澄
（
同
）、

赤
川
咲
希
（
協
和
中
２
）

【
自
転
車
競
技
】大
坂
栄
貴
（
大
曲
農
業
高
１
）、

佐
々
木
文
平
（
同
）、
進
藤
拓
実
（
大
曲
農
業
高

２
）、坂
本
圭
（
六
郷
高
２・太
田
）、髙
橋
大
輝
（
大

曲
農
業
高
３
）、畠
山
史
也（
同
）、佐
藤
隆
大（
同
）、

門
脇
翼
（
同
）、
伊
藤
祐
太
（
六
郷
高
３
・
太
田
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】福
田
麗
優
（
大
曲
小
６
）、

小
田
原
理
奈
（
秋
田
和
洋
女
子
高
３
・
神
岡
）、

高
橋
由
紀
恵
（
同
・
南
外
）

【
卓
球
】加
藤
杏
菜
（
大
曲
小
５
）、
後
藤
奈
津

美
（
大
曲
高
２
）、
打
川
季
美
香
（
大
曲
高
３
）、

高
橋
愛
梨
（
同
）

【
柔
道
】伊
藤
哲（
大
曲
中
２
）、長
沼
菜
月（
同
）、

佐
々
木
輝
（
大
曲
農
業
高
２
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】齊
藤
愛
（
刈
和
野
小
６
）、

後
藤
杏
樹
（
土
川
小
６
）、
佐
々
木
梨
子
（
西

仙
北
東
中
１
）、
佐
藤
竜
介
（
西
仙
北
東
中
２
）、

正
木
紗
捺
（
同
）、
佐
々
木
許
妃
恵
（
西
仙
北

東
中
３
）、
佐
藤
想
（
秋
田
北
高
２
・
神
岡
）、
鈴

木
尚
子
（
秋
田
北
高
３・大
曲
）、齊
藤
美
香
（
横

手
高
定
時
制
３
・
大
曲
）

【
空
手
道
】黒
川
朝
陽
（
北
神
小
１
）、
佐
藤
朝

陽
（
双
葉
小
２
）、
菅
原
日
向
詩
（
大
曲
小
３
）、

黒
川
梨
々
花
（
北
神
小
３
）、
藤
本
裕
弥
（
太
田

南
小
４
）、
佐
藤
英
里
（
同
）、
加
藤
拓
（
花
館

小
５
）、藤
本
康
太
（
大
曲
南
小
５
）、佐
藤
諒
（
四

ツ
屋
小
６
）、藤
原
裕
介
（
秋
田
工
業
高
１・大
曲
）、

藤
田
英
憲
（
秋
田
高
２・中
仙
）、加
賀
谷
朗
（
は

な
だ
て
保
育
園
保
育
士
）

【
な
ぎ
な
た
】矢
野
千
尋
（
大
曲
農
業
高
２
）、
今

野
咲
紀
（
大
曲
高
２
）、
本
多
幸
生
（
同
）、
赤

平
万
季
（
大
曲
農
業
高
３
）、佐
々
木
美
佳
（
同
）、

高
橋
鈴
奈
（
大
曲
高
３
）、
佐
藤
詩
緒
理
（
同
）

【
ラ
グ
ビ
ー
】池
端
紘
（
秋
田
中
央
高
３
・
協
和
）

奨
励
賞（
団
体
の
部
）

奨
励
賞（
団
体
の
部
）

【
陸
上
競
技
】大
曲
高
校
陸
上
競
技
部
女
子

駅
伝
チ
ー
ム

【
サ
ッ
カ
ー
】大
曲
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

【
フ
ッ
ト
サ
ル
】神
岡
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】大
曲
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、太
田
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
新
人
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】豊
川
ミ
ラ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
】大
曲
農
業
高
校
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】大
曲
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
男
子
、
同
部
男
子
（
新
人
）

【
卓
球
】
大
曲
中
学
校
卓
球
部
女
子
（
新
人
）、

大
曲
高
校
卓
球
部
女
子

【
硬
式
野
球
】大
曲
工
業
高
校
野
球
部
、
大

曲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
軟
式
野
球
】Ｎ
Ｂ
Ｈ
Ｄ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】西
仙
北
東
中
学
校
男
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
、同
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

同
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
新
人
）

【
空
手
道
】誠
和
会
大
曲

【
な
ぎ
な
た
】大
曲
農
業
高
校
な
ぎ
な
た

部
、同
部
（
新
人
）、大
曲
高
校
な
ぎ
な
た
部
、

同
部
（
新
人
）

〈
敬
称
略
〉
※（  

）内
の
数
字
は
学
年

木
き

村
むら

 健
けん

一
いち

 さん
66歳＝西仙北＝

旧西仙北町体育協会の会長、副会長
を歴任。平成 17年から 23年まで大
仙市体育協会西仙北支部長、大仙市
体育協会副会長を務められ、地域住
民の健康増進のためスポーツ大会を
開催するなど、スポーツを通じた地
域住民同士の交流の場を設け地域社
会体育の振興に貢献されています。

功労賞

Kenichi KimuraKenichi Kimura

石
いし

黒
ぐろ

 正
まさ

和
かず

 さん
56歳＝大曲＝

旧大曲市サッカー協会、旧大曲仙北郡
市サッカー協会、秋田県サッカー協会
審判委員会の各理事を歴任し、現在
は大仙市サッカー協会の常任理事を
務められています。大仙市サッカー協
会関連大会の審判委員長として、審
判の技術指導に努めるとともに、審判
員の育成などにも貢献されています。

栄誉賞

Masakazu IshiguroMasakazu Ishiguro

進
しん

藤
どう

 昭
あき

夫
お

 さん
76歳＝協和＝

大曲仙北陸上競技協会副会長、大仙
仙北陸上競技協会会長、大仙市陸上
競技協会の副会長、会長を歴任。日
本陸上競技連盟公認審判員として平
成19年の秋田わか杉国体では審判員
を務められました。現在も審判員と
して活躍する一方、選手の育成や各
種大会運営に貢献されています。

功労賞

Akio ShindoAkio Shindo

平成23年度 大仙市スポーツ賞
スポーツの発展に尽力された方や各種競技で優れた成績を収めた個人・団体を表彰 ��
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芸術文化活動に貢献した個人や団体をたたえ
る大仙市芸術文化賞。市内の芸術文化団体の
意欲を高め、活動の奨励を図ることを目的と
しています。選考の結果、地域芸術文化の振興
に貢献された１人が栄光賞、４人・２団体が功
労賞に選ばれました。

髙
たか

橋
はし

 邦
くに

子
こ

 さん
（72歳）＝太田＝

昭和58年、水墨画クラブ創
立から携わり、平成 16 年
からは同クラブ代表。会員
から深い信望を得ています。
また、多年にわたり芸術文
化協会西仙北支部の役員を
務められたほか、歌の指導、
地域の保育園歌を作曲され
るなど、地域芸術文化の振
興に貢献されています。

櫻
さくら

田
だ

 武
たけ

男
お

 さん
（86歳）＝西仙北＝

功
労
賞

水
墨

Takeo SakuradaTakeo Sakurada

昭和56年に画家活動を開始
後、日本画教室に入会。平
成21年には芸文協中仙支部
芸術文化章を受章。秋嶺会
日本画教室、大仙市美術愛
好会、鴬野書道会、鴬野水
墨画教室を主宰し、それぞ
れの会長・講師として長年
会員を指導。地域芸術文化
の振興に貢献されています。

木
き

元
もと

 一
かず

也
や

 さん
（82歳）＝中仙＝

功
労
賞

日
本
画

Kazuya KimotoKazuya Kimoto

東
あずま

 エイ子 さん
（70歳）＝大曲＝

昭和42年に（財）日本民謡協
会秋田県南支部を夫（佐藤昌
月さん）と設立。数多くの全国
大会優勝者を育てています。
また、学校などでも指導し、
秋田民謡の普及・発展に努め
られています。このほか、市
内開催の民謡全国大会の実
行委員として、地域芸術文化
の振興に貢献されています。

功
労
賞

民
謡

Eiko AzumaEiko Azuma

中村秀男さんを指導者に「仙北町女声コーラス」として
結成。25年の長きにわたり活動されています。社会福祉
施設への慰問などを行っているほか、平成３年からは毎
年定期演奏会を開催。コーラスの普及・発展に尽力され、
地域芸術文化の振興に貢献されています。

あじさいコーラス
原 ミヱ代表・会員21人
（昭和63年設立）
＝仙北＝

コーラス功労賞

“Ajisai”Chorus“Ajisai”Chorus

会の発足以来、30年間にわたり毎月１回の歌会を開催。
歌集「ぬくもり」「防空頭巾」「浜倉」を出版しました。また、
各短歌大会に積極的に投稿し、数多くの入選者を輩出し
ています。角間川・藤木地区の女性のみでの活動を続け
ながら、地域芸術文化の振興に貢献されています。

角間川短歌会
鈴木 紀久子会長
会員16人（昭和58年設立）
＝大曲＝ Kakumagawa TankakaiKakumagawa Tankakai

功労賞 短歌

福
ふく

田
だ

 代
よ

之
の

助
すけ

 さん
（85歳）＝大曲＝

彩友会の設立当初からの会
員であり、平成13年からは
会長に就任。年２回の展覧会
を開催し、広域なPR活動を
行っています。その結果、近
隣市町村や秋田市から多数
の観覧者が来場。大仙市の
芸術文化活動の一端を広く紹
介しながら、地域芸術文化の
振興にも貢献されています。

功
労
賞

絵
画

Yonosuke FukudaYonosuke Fukuda

昭和58年に民謡を始め、各
種民謡大会に出場し数多く
の賞を獲得。昨年の「日本郷
土民謡民舞全国大会銀寿編」
で優勝し、６度目の日本一に
輝きました。また、福祉施設
等への慰問などを行っている
ほか、後進の育成のため積
極的に活動し、地域の文化
振興に貢献されています。

栄
光
賞

民
謡

Kuniko TakahashiKuniko Takahashi

大仙市芸術文化賞第６回

地域芸術文化の振興に貢献された個人・団体を表彰 ��
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　太田の農事組合法人新興エコファーム（細川良喜代表理事・構成
員９人）が２月23日、「大仙重点野菜の生産拡大に取り組む先導
的モデル経営体」として市から表彰されました。
　今年度から始まった「大仙重点野菜生産拡大事業」において、
市が推進している枝豆、そら豆、アスパラガスの３品目の合計
出荷額が2,000万円を超えた経営体に奨励金として100万円を
交付するもの。同法人が優良経営体として表彰されました。同
法人は平成19年に創立。主力作物である水稲や小麦に加え、枝
豆やそら豆などの露地野菜のほか、乾燥野菜などの加工部門に
も取り組んでいます。細川さんは「今後も大仙市の園芸作物の
レベルアップに貢献できるよう省力化や所得向上に励みたい」
と今後の意気込みを話してくれました。
　市では重点野菜の生産拡大を推進するため、今回の事業のほ
か重点野菜３品目のうち１品目の出荷額が1,000万円を超えた
経営体に出荷額の２㌫を奨励金として交付する事業を継続し、
生産者のみなさんを支援します。

大仙重点野菜の生産拡大に取り組む先導的モデル経営体として表彰
農事組合法人 新興エコファーム

新興エコファームには、市から奨励金100万円を交付
パネルを受け取る細川代表理事（写真右）

川 田ちひろさんの
「イタリアンマーボー」が最優秀作品に

ふるさと給食献立コンテスト

　ふるさと給食献立コンテストが１月に行われ、川田ち
ひろさん（藤木小５年）の「イタリアンマーボー」が最優秀
作品に選ばれました。
　給食の献立を考えることを通じて、食育の大切さを身近
に感じてもらおうと社団法人大仙市学校給食協会（有明秀太
郎会長）が企画。大曲の小・中学校の小学５・６年生、中学１・２
年生を対象に献立を募集し、計272件の応募がありました。
　麻婆豆腐をアレンジした「イタリアンマーボー」は、具
材に厚揚げ、ソーセージ、ピーマン、玉ネギ、ニンジンを
使い、ニンニクとオリーブオイル、トマトの水煮缶でイ
タリア料理風に仕上げたもの。栄養のバランスの良さと
鮮やかな彩りが評価され、最優秀作品に選ばれました。

1「わが家の定番メニューが最優秀作品に選ばれて驚きました。
とてもうれしい」と受賞を喜ぶ川田さん

2イタリアンマーボーは３月７日、学校給食に登場（写真は藤木小）。
「トマトの味付けがおいしい。苦手なピーマンも全部食べられ
ました」と子どもたちにも好評

パネルディスカッションでは高嶋良美・市農林商工部次
長をコーディネーターに、パネラーとして（写真左から）
農事組合法人新興エコファームの細川良喜さん、田村辰
徳さん、農事組合法人中仙さくらファームの田村誠市さ
ん、上高梨ファームの大西茂雄さん、（有）弥栄の加藤弘栄
さんが参加

　大仙市農業研修会が２月23日、仙北ふれあい
文化センターで行われ、市内の農業経営者など約
150人が参加しました。
　研修会では、昨年度「農林水産大臣賞」を受賞し
た農事組合法人新興エコファーム代表理事の細
川良喜さん＝太田＝と「平成23年度ふるさと秋田農
林水産大賞」を受賞した田村辰徳さん＝同＝が、自
身の取り組みなどについて発表。その後、５人のパ
ネリストが「大仙市農業が目指す方向性について
～変化に耐え得る強い農業の実現に向けて～」を
テーマにパネルディスカッション。「組織で地域
の農地を守る役割を背負っていかなければならな
い」「農業の地位向上につながるような経営をし
ていきたい」などと活発な意見交換をしました。

大仙市農業研修会
大仙市の農業について考える

1 2
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【問い合わせ・申し込み】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

東部 ☎0187-56-7211
西部 ☎0187-75-0476

※成分献血は予約が必要です。
※会場・時間は、変更になる場合があります。

期日 時間 会場

【中央】
３日
（火）
全血

10:00～
12:00 東北電力（株）大曲営業所

13:20～
14:20 （有）佐藤縫製

14:40～
16:00 アネスト岩田（株）秋田工場

【中央】
９日
（月）
全血

10:00～
12:00 JA秋田おばこ本店
12:30～
13:30 （株）ユアテック大曲営業所

15:00～
16:00 大曲商工会議所

【西部】
20日
（金）
全血

10:00～
11:00 市役所南外庁舎

12:20～
13:10 ナガイ白衣工業（株）

13:30～
14:30 秋田県畜産試験場

15:00～
16:00 神岡福祉センター

【東部】
24日
（火）
全血

10:00～
12:00

イオン中仙店
13:00～
16:00

【中央】
25日
（水）
成分

10:00～
12:00 仙北地域振興局

福祉環境部13:30～
16:00

あなたの献血で助かる
いのちがあります

４月の献血日程

金30
31 土

3月16日金 ～ 4月2日月

【問い合わせ】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時30分～午後４時
※４月からは午後４時30分まで

【農業科学館季節の展示（春）】
　春の農作業に関連する昔の農
具や生活用具を農山村風景写真
とともに展示します。
期間／６月30日（土）まで

 

企
画
展

４月農業科学館
イベント情報

23 金

163／ 金
農振除外相談（～５月 15日）※土・日、祝日を除く
■午前８時 30 分～午後５時 15 分
■各支所農林建設課、農林振興課 ▶ P. ７

27 火 就業支援パソコン基礎講習会
■午前 10 時～午後４時■大曲庁舎■ 500 円 ※申込者のみ

水28 就業支援パソコン基礎講習会
■午前 10 時～午後４時■大曲庁舎■ 500 円 ※申込者のみ

月2
農業後継者育成修学資金制度申し込み開始
（～５月１日）※土・日、祝日を除く
■午前８時 30 分～午後５時 15 分
■各支所農林建設課、農林振興課▶ P. ６

市政懇談会■午後２時～３時 30 分■西仙北庁舎 ▶ P. ７22 木

29 木

26 月

日25

サクラの手入れに関する講習会
■午前９時～ 11 時■大曲農業高校敷地内※申込者のみ
新火葬場建設に関する住民説明会
■午前 10 時～■大曲交流センター▶ P. ７
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  にしき歯科クリニック（仙北市）☎ 0187-47-3855
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

土17 西仙北地域行政相談
■午前 10 時～正午■高齢者ふれあいセンター

21 水
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■中仙農村環境改善センター

日18
嶽六所神社奉納ぼんでん■午前７時～午後２時
■神岡神宮寺地区内、嶽六所神社▶ P.16
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  たかはし歯科医院（美郷町）☎ 0187-82-1118
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

土24
ゆりあげ港朝市 買って応援市
■午前 10 時～午後２時■花火通り商店街（ペアーレ大仙前）
新作花火コレクション 2012
■午後６時 20分～■大曲ファミリースキー場

19 月

協和地域行政相談■午前９時～正午■水沢世代交流福祉館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティーセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

火20
春分の日

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

大仙市の行事予定

歯… 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

外 … 休日外科当番医
午前 10 時～午後４時

県立農業科学館県立農業科学館

日4／ 1
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  金子歯科歯科医院（大曲）☎ 0187-63-7300
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏ 【事業系ごみ】130円／10㎏
※４月から事業系ごみの料金が変わります。
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あなたが世界のためにできること

JICA ボランティア春募集
　シニア海外ボランティアと青年

海外協力隊を春募集します。

　募集についての説明会を行いま

すので、参加希望の方は直接会場

にお越しください。

◆応募資格／

【シニア海外ボランティア】日本国

籍がある40歳から69歳までの方
【青年海外協力隊】日本国籍がある

20歳から39歳までの方
◆申込期間／４月１日（日）から

５月14日（月）まで
◆募集説明会日時／４月７日（土）

【シニア海外ボランティア】

午前10時30分～午後０時30分
【青年海外協力隊】午後２時～４時

◆説明会会場／秋田市民交流プラ

ザ ALVE（アルヴェ）
【問い合わせ】

 JICA東北 ボランティア担当
 ☎022-223-4772

テレサの羽根
エンレイ・コンサート

　テレサ・テンの数多くのヒット曲

を手がけた作詞家・荒木とよひさ

が総合プロデュースする歌手・エ

ンレイのコンサートを開催します。

◆日時／４月４日（水）

午後６時30分開演（午後６時開場）
◆会場／大曲市民会館

◆チケット料金／5,000円（全席自由）
◆チケット販売／大曲市民会館、

美音社、イノウエレコード店

【問い合わせ】

 MIN-ON大仙 小松さん
 ☎0187-62-2268

楽しくダンスをしませんか
はじめてのストリートダンス教室

　ストリートダンスサークル

「LOOP」では、ヒップホップやロッ
クダンスを中心に楽しくダンスを

しています。基本から体験できる

ダンス教室を開催中ですので初心

者、経験者を問わず、ぜひ一度見学

にお越しください。

◆対象／小学４年以上でストリー

トダンスに興味のある方

◆日時／毎週日曜日の

午後６時30分～８時30分
◆会場／中仙公民館長野分館

◆参加費／無料

◆持参するもの／内履き、タオル、

飲み物

【問い合わせ】

 ストリートダンスサークル

 「LOOP」明平さん
 ☎090-7427-5857

ペアーレ大仙文化講座３周年記念
信州野鳥の森訪問の旅

　ペアーレ大仙文化講座の中で特

に人気のある自然講座。文化講座

創設３周年を記念し、全国的に有

名な２つの野鳥の森を旅する特別

野鳥講座を企画しました。ぜひ申

し込みください。

◆日程／５月９日（水）から

11日（金）までの２泊３日
◆出発時間・場所／午前６時・大曲

ファミリースキー場駐車場

※全日程バス移動

◆訪問先／長野県岡谷市立塩嶺

小野立公園、小諸城跡公園（２日目）、

国設軽井沢野鳥の森（３日目）

◆宿泊先／諏訪湖岸温泉ホテル朱

伯（１日目）、軽井沢塩壺温泉ホテル

（２日目）

※２日間とも朝食・夕食付き、和室10畳の

４人部屋。昼食は各自でお願いします。

◆定員／25人（最小携行人数20人）
◆参加費／65,000円
※シングルまたはツインを希望する方

は、追加料金がかかります。

◆申込期限／３月25日（日）
※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・申し込み】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

カラオケ店で盛り上がりませんか
「カラオケしよう！」参加者募集

　カラオケで楽しい時間を過ごし

ませんか。歌わなくても雰囲気を

楽しみたいという方の参加もお待

ちしています。

◆対象／在宅で生活されている障

害者手帳をお持ちの方

◆日時／３月28日（水）
午後１時30分～４時

◆会場／A.Q.A大曲店
※送迎を希望する方は相談ください。

◆定員／８人

◆参加費／500円（飲食代は自己負担）
【問い合わせ・申し込み】

 大仙障害者相談支援センター

 かしわ  ☎0187-87-7300

炭化汚泥肥料を利用し
感想・意見をいただける方を募集

　県では、炭化汚泥肥料の利用を

促進するために、実際に炭化汚泥

肥料を使用して感想・意見等をい

ただける方を募集します。

　詳細については、県のホームページ

（www.pref.akita.lg.jp）下水道課のお知

らせをご覧いただくか問い合わせ

ください。

◆応募資格／県内在住で、肥料を

大曲処理センター（花館上大戸地内）

に取りに来ていただける方

【問い合わせ・申し込み】

 県建設交通部下水道課

 調整・流域下水道班

 ☎018-860-2461

野菜作りをしてみませんか
畑の耕作者募集

　市民菜園「花菜園愛好会」では、

畑の耕作者を募集します。

※４月下旬から植え付け可能

■募集区画／３区画（１区画30坪）
■耕作場所／姫神橋上流左岸
■会費／１区画あたり年額2,000円
（別途入会金1,000円）

【問い合わせ・申し込み】
 市民菜園「花菜園愛好会」

 太田さん ☎0187-63-6080
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気軽に体力づくりをしませんか
太極拳教室受講者募集

　太極拳で体力づくりをしてみま

せんか。初心者の方も大歓迎です。

◆期日／４月３日から10月９日ま
での毎週火曜日

◆時間／午前９時30分～11時30分
◆会場／大曲武道館

◆受講料／無料

◆申込期限／３月30日（金）
【問い合わせ・申し込み】

 生涯学習課 ☎0187-63-7262

４月からスタート
森林の所有者届出制度

　平成23年４月の森林法改正によ
り、今年４月以降に森林の所有者

となった方は市町村への事後届け

出が必要です。詳細については、問

い合わせください。

◆対象／売買や相続等で森林を取

得した個人・法人

◆届出期限／土地の所有者となっ

た日から90日以内
【問い合わせ・届け出】

 各支所農林建設課

 農林振興課

 ☎0187-63-1111 内線279

ペアーレ大仙「日本画」
無料体験講座

　４月に開講する「日本画講座」の

無料体験講座を開催します。

◆対象／４月に開講する「日本画

講座」の受講を検討・希望する方

◆日時／３月23日（金）
午前10時～正午

◆申し込み方法／ペアーレ大仙に

電話で予約

◆持参するもの／鉛筆、消しゴム、

筆（日本画用、水彩画用、水墨画用のいず

れか）、雑巾、小さいバケツ（筆洗い用）

※今回の無料体験講座のみ、絵の具は講

師から提供

◆講師／山田美知男さん（院展入選

画家）

【問い合わせ・申し込み】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

大曲仙北職業訓練協会
特別教育講習会

【石綿使用建築物等解体等業務

および粉じん災害防止】

◆期日／４月12日（木）、13日（金）
◆時間／午前８時30分～午後５時
◆会場／大曲地域職業訓練センター

◆受講料／10,000円
◆申込期限／３月27日（火）
【問い合わせ・申し込み】

 大曲地域職業訓練センター

 ☎0187-62-1726
必ず装着しましょう
犬の鑑札

　最近、迷い犬を保護したという

連絡があっても鑑札と注射済票を

着けていないため飼い主が分から

ないケースが発生しています。

　鑑札は、犬と飼い主をつなぐ大

切なものです。万が一犬が逃げた

場合、捜索する手かがりとなるほ

か、犬の身元を証明する唯一の証

拠となります。大切な飼い犬を守

るため必ず鑑札を装着しましょう。

【問い合わせ】

 各支所市民サービス課

 環境交通安全課 内線277

悩みを抱える子どもたちを守り
育てるためのシンポジウム

　悩みを抱える子どもがいる家族、

支援に携わっている方や関心のあ

る方などどなたでも参加できます。

◆日時／３月27日（火）
午後２時～４時45分

◆会場／大曲エンパイヤホテル

◆申込期限／３月23日（金）
◆演題／こどもの自律とおとなの

役割

◆講師／デンマーク「キャプテンガ

ーデン」園長・モーリーカーンさん

※講演は同時通訳で行います。

【問い合わせ・申し込み】

 大仙ワーキングハウス協議会

 ☎080-5734-8854

４月１日からグラウンド・ゴルフの
利用が有料になります

　４月１日から、雄物川河川緑地

運動公園多目的広場（姫神橋下流右

岸）をグラウンド・ゴルフ場として

利用する場合、有料になります。

　利用申請の方法や予約の詳細に

ついては、問い合わせください。

◆利用料金／

【市内在住の方】50円
【市外在住の方】100円
【問い合わせ・予約】

 スポーツ振興課

 ☎0187-63-1111 内線345

あきた子育てふれあいカード
ガイドブックの改訂版ができました

　協賛店で提示する

とそのお店が設定し

た優待サービスを受

けられる「あきた子

育てふれあいカー

ド」。最新の協賛店な

どが載っているガイドブックの改

訂版ができましたので、ぜひ、ご利

用ください。

◆対象／中学生以下の子ども、ま

たは妊娠中の方がいる世帯

◆配付方法／

【保育所、幼稚園、小学校に

通う子どもがいる世帯】

それぞれを通じて配付しています。

【未就園児または中学生、

妊娠中の方のみの世帯】

各支所市民サービス課および児童

家庭課でお渡しします。

※対象となる方で「あきた子育てふれあ

いカード」をお持ちでない方は、各支所

市民サービス課または児童家庭課にお

越しください。

【問い合わせ】

 各支所市民サービス課

 児童家庭課 

 ☎0187-63-1111 内線102

ブ

◆

【

 

NHK総合テレビ 東北Z「42才の成人式～秋田・大仙市大曲の“ぼんでん”」放送！！
大曲で明治初期から続くぼんでん。奉納までの１年に密着した特集が放送されます。
◆放送日時／３月23日（金）午後８時～８時43分  ◆チャンネル／NHK総合テレビ
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地域情報
知って得する

神岡・嶽六所神社

奉納ぼんでん

中仙 藤井栄次水彩画展

■期間／３月17日（土）から31日
（土）まで（月曜を除く）
■時間／午前９時～午後５時（初日
は午前11時から、最終日は午後２時まで）
■会場／中仙市民会館（ドンパル）
■入場料／無料
【問い合わせ】
 大仙市美術愛好会事務局
 ☎0187-57-2731

恵雪書道教室
「書」ギャラリー展

　「書で綴
つづ

るさらなる復興へのメ
ッセージ」をテーマにした「書」を展
示しています。ぜひご覧ください。
■期間／４月１日（日）まで
■会場／JR大曲駅「ハミングロード」
【問い合わせ】
 恵雪書道教室 伊藤さん
 ☎0187-63-4896

大曲

花園児童センター
親子体力増進指導教室

■対象／３～５歳の幼児と母親
■期間／４月18日から平成25年
３月27日までの水曜日（全40回）
■時間／①午後２時10分～②午後
３時10分～
■会場／花園児童センター
■定員／30組
■参加費／無料（別途保険料800円）
※母親は任意加入
■申し込み期間／
４月３日（火）から８日（日）までの
午後１時30分～５時
【問い合わせ・申し込み】
 花園児童センター
 ☎0187-63-7666

大曲桂児童センター
体力増進指導教室

■対象／大曲の小学１～３年の児童
■期間／４月12日から
平成25年３月28日までの木曜日
■時間／【１年生】午後３時30分
～４時15分【２・３年生】午後４時
30分～５時15分
■会場／桂児童センター
■定員／30人
■参加費／無料（別途保険料800円）
■申込期間／３月24日（土）の午後
２時から28日（水）の午後４時まで
【問い合わせ・申し込み】
 桂児童センター ☎0187-63-2426

大曲

大曲 たんぽぽの会作品展

　押し花、レカンフラワー、グラス
アートの作品を展示します。
■期間／３月20日（火）から

25日（日）まで
■時間／午前９時～午後４時
■会場／産業展示館
【問い合わせ】
 女性センター ☎0187-62-1713大曲 バラ栽培講習会

■日時／３月24日（土）
午前９時～11時

■会場／こもれびの杜ばら園
■受講料／無料
■持参するもの／剪

せん

定
てい

ばさみ
【問い合わせ】
 鈴木さん ☎0187-63-7320

大曲 大曲太極拳同好会
会員募集

■期日／毎週月曜日（月４回）
■時間／午前10時～11時30分
■会場／サンクエスト大曲
■参加費／月額1,500円
■講師／小西チヨさん
【問い合わせ・申し込み】
 サンクエスト大曲
 ☎0187-63-5572

JR神宮寺駅前駐車場
利用申し込みの受け付け

■利用期間／４月１日（日）から11
月30日（金）までの８カ月間
■駐車可能台数／31台

（駅前側27台、駅裏側４台）
■使用料／月額1,570円
■申し込み方法／神岡支所農林建
設課に用意してある申請書に必要
事項を記入し申し込み
■申し込み開始／３月21日（水）
【問い合わせ・申し込み】
 神岡支所農林建設課
 ☎0187-72-4609

神岡

　春を告げる行事として、五穀豊穣、
家内安全を祈願し行われます。
　威勢のいい若者たちが祝い唄を
歌いながら、ぼんでんを披露します。
■日時／３月18日（日）

午前７時～午後２時
※正午ごろ、神宮寺中町大門口の鳥居跡
 に集まり、激しくもみ合います。
■会場／神宮寺地区、嶽六所神社
【問い合わせ】
 神岡支所市民サービス課
  ☎0187-72-2111

3／18
日

春を告げる神岡のぼんでん奉納を
ぜひご覧ください。
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